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火災保険図によるイスタンブル商業地域の景観変遷

寺　阪　昭　信

は　じ　め　に

　イスラーム圏の歴史的都市において商業が画趣な機能を持ちつづけていることは論を待た

ない。その商業機能を支える施設として，ハーン（キャラバンサライ）がバザール（市場）

とともに中心的な役割を果たしてきた。多くの商業中心地にはハーンの存在を認めることが

できる。現在のトルコにおいては，その姿をはっきりと見出される都市は隈られていて，イ

スタンブル，ブルサ，Xディルネの保存状態がよく研究も多い。そのなかでイスタンブルは

オスマン帝国の首都として，また港湾都市でもあり，世界の貿易の中心地としての大商業セ

ンターであったためにハーンが多かった。また同時代のヨーmッパの都市と比べても人口規

模が大きく1），順市街（テオドシウスの城壁内）の商業地域は他都市（例えば同様に長い歴

史をもつシリアのアレッポ）と比べて数の上でも，個々の建物をとってみても規模が大きい。

その伝統が今日まで引き続き維持保存されてきた。本論はイスタンブルの商業地域がここ約

百年の聞にどのように変化してきたかを火災保険図という，今までほとんど研究に使われて

こなかった大縮尺の地図を用いてハーンを軸に過去を復発し，現在の状況と比較すると言う

歴吏地理学的な手法により旧派街商業地区の変化をたどることにある。

　イスラーム地域の商業硬究はなによりも市場（バザール，スーク，チャルスと地域によっ

て使用される言葉は異なるが，ここではもっともポピュラーに使われているバザールを亡い

ることにする）という伝統的な商業形態の継続性に研究が集中している。その歴史的核がど

のような継続性と変貌をとって現在の都市空間構造のなかで機能しているか，とくにバザー

ルとの関係を含めてハーンを考察の中心に捕らえる。都市内のハーンは商業取引と保管機能

との両面でもっとも大きな存在であったし，都市旧観としても卓越した地位を保持していた

と考えられるので，それを含む商業地域の過去の復元と現在との比較を試みる。イスラーム

建築の研究においても，モスクやマドラサなどの宗教建築に比べると，商業施設の研究は少

なく，図面も多くはない。今國の分析の材料となる火災保険図は20世紀初頭と圭950年以前

1）林（1992）によると16世紀中葉のイスタンブルの入目を45万人とした。1600年のヨーロッパ

　の大都市としてはパリ3G万，ナポリ27．5万程痩である（La　pQpulation　des　villes　europeennes

　de800a185G．1988による）。
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のものとの2種類が6スタンブルについては存在していることが分かった。特に前者はIH市

街の中核部，商業地区をすべてカバーしており，この大縮尺の地図を用いることによって当

時の景観を復元することはオスマン時代末期の状況と共和国になってからの変化を追跡する

ことができるので，その後，現在までの変化をたどりながら，観光化が進む中での町並み保

存としての可能性を視野に入れっっ，今後の展望を試みる。歴史的都市として古い構造がよ

く残されているとはいえ，近年における変貌は激しいものがあることが分かる。

　資料としてはイスタンブルについてのGoad社作成1904・一・05年の火災保険図と2001年に

復刻版が潤行されたPervititch図（1940　一　50年の火災保険図），それとイスタンブル市役所

が作成した1995年のGIS用の地図が一次素材である。それと2000，01年における現地調査

にもとづいて，イスタンブル旧市街の商業の核心部を構成するグランドバザールからエジプ

トバザールにいたるエミニョニュ地区の間のハーンの現状，すなわち残存形態と商業地区に

おける機能とを考察してみる。

1　トルコの火災保険図について

　1　トルコの灘騒図と火災保険図の歴史

　イスタンブルの絵図はi5世紀以来多数あるが，この地域における測量図（大縮尺の地形

図や地籍閣）はイギリスやフランスが19世紀末から20世紀前半にかけて関心を強め，利権

を得てゆくなかで整っていく。最も早いのは1776年のKaufferの約25，000分の1地図であ

る。対象地域のハーンとして，必ずしも現在と一致する名前ではないが，Vifir，　IeRi，　Va玉ide，

Tahamis，　TackmateがMissur　Charsiとともに記されているがグランドバザールにはBes－

estins（Sandal　et　Genaher）と記入されていて建物の記入はない。それ以降いくつかの地

図が知られて，次第に詳しくなってゆく。

　火災保険制度は18世紀の酉ヨーuッパに始まるようである。フランスでは1686年のコル

ベールの勅令により設立が認可されたが，実際に会社が出来たのは18世紀の後半である。

19世紀の前半からヨーmッパ各国で火災保険会社が設立され，各地に支店が展開されて

いった。そのような潮流の中で，西ヨーVッパ諸国の経済的な支配が強まるオスマン帝国に

もイスタンブルやイズミルにイギリスやフランスの保険会社が現れた。イギリスの3社，フ

ランスの1社が最初に営業を始め，1880年以降にはドイツ，オーストリア，スイス，イタ

リア，ブルガリア，ルーマニア，ロシアから進出し，1890年には15社に，19世紀末には

44社に達して火災保険業が発展した。20世紀に入ってオスマン帝国末期の混乱の時代は保

険会社にとってイスタンブルは魅力的な都市であったとみえ，1910年から22年の聞に会社

数は52から92に増えた。その後1アメリカ，ポーランド，ハンガリー，デンマーク，オース

トラリア資本が入ってきた。また2つのトルコ資本が参加した［GUvenq　2001：12－13］。

このような状況の下で，イスタンブルの建物の火災危険水準を示す地図を作成することに
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よって火災保険会社に情報を与えた。

　その背景にはイスタンブルの棺次ぐ大火災の歴史がある2）。1856年のAksarayの火事は

748戸を焼失させ，1865年の薮ocapa§aの火事eS　SilkeciからKumkapiまでの広範囲の商

業地IX　3，551戸を焼き尽くすことになり，さらに1870年のBeyogluの大火は新市街の金融

中心を破壊し，3，000戸を失った。このように19世紀後半から大火災のたびに市街の近代化

が進められて，耐火建築が捉進されて建築規制に防火の概念が導入され，消防組織が舗度化

されていった。地震と火災後の再開発が大きな契機となって，街路網が臨線化され，道路幅

が拡張されてゆく。火災保険に対する関心を高められた［Gifveng　2001：11］。

　火災保険地図は1860年代にアメり力含衆国のSa曲orn図（縮尺600分の1）が初期の

ものである［矢守1975：433］3）。この地図では土地利用と建物の種類がわかるが従来の都

市研究にほとんど利用されてこなかった。数少ない研究事例には1931年のサンボーン図3）

を轟いてアトランタの都心の1990年代との土地利用の変化，すなわち大縮尺の地図に基づ

いて主要な建物の変化を分析したものに藤井がある［藤井2eooj。

　2　イスタンブルの火災保険図

　トルコにおける最初の火災保険園であるGoad図はイギリスのChas　E．　Goad建設技術会

社4）がイスタンブルとイズミルについて作成したものである。第1巻は1go4年9月Emi－

n6RU－Beyazit地区19図版，第2巻は1905年12月Galata－Pera地区18図版，1905年6

月にIzmir中心部10図版，第3巻が1906年4月Kadlk6y－Haydarpa§a－Moda地区14図

版という構成で，muンドンで出版された。地図に記載されている文字はフランス語である。

凡例説明は英語と併記され，オスマン語は用いられていないのは外国の会社が主要な利用者

であることを意味していよう。この地図はB2判形に縮尺600分の1で表現されている。　B

本の地籍図と間じスケールであることに注目すると，詳細な都市の分析に使える。

　筆者が使用した地図は，大英博物館の地図室所収のもので，多色劉を白黒コピーしたもの

である5）。

2）火災の頻度eS　1728－1854難の126幽間に209圓，平均年1．7圓，一年の火災で106戸。1854－

　1908年の54年間に129回，平均隼4．2園，1年当たり菊2戸焼央。圭908－21奪の王3年間に79

　回，年平均62演，隼1，630戸焼失という割合に次第に増加していた［Pervititch　2001：12］。

3）1866年一業のこの会社は現在ではGIS，や航空写真地図を主な仕事としているが，アメリカの

　ま要都市の火災保険図を作っている。藤井によれば18世紀末作成が最も古いものと雷われている。

　1930年代のものが利用可能であるこ藤井2000］。

4）GoadはLondQ簸に生まれ，1869奪カナダに行って火災保険図を作り，1886年にイギリスに

　戻って126都市の火災保険図を発行した£Elliot　ig87：85｝。

5）地図にはPlan　D’Assurance　de　C◎nstantin◎ple　voi：1Stamboul　Septembre　1904，発行所

　Chas：　E．　Goad．　lngenieur　Civil　53　New　Broad　St．　Lendres，　E．　C．　et　a　Montreal　et　’1’ronto

　Canadaと記載されている。
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　イスタンブルのエミニョニュ・ベヤジット地区の19図版について応えば，当時の主要な

ハーン，倉鷹所在地，商業地区をカバーしている。その範囲は図1に概略示してあるが，金

歯湾沿いに東はシルケジ駅・トプカプ宮殿の城壁，西は海岸沿いにアタチュルク橋を越えた

ウンカバヌ地区まで，南は現在トラムが通るディバン大通りのべヤズット・モスクまでであ

る。建物の材質（石材，レンガ，木造）および形態の一部（天窓トランターンの奮無）は色

刷りであるが，コピーのために区別ができなくなった。記載されている内容はそのほかに，

ヴォールトの形態，屋根の材質，壁の種類，窓，扉・シャッター，建物の階数，用途（住宅，

事務所など），一部の地番および消火関連施設についてである。

　1940年代以降についてはJacques　Pervititchが作成した火災保険図をイスタンブルの保

険会社AXA　OYAK社が2001年に出版した復亥珂版がある。このPervititch地図は保険会

社が長期的な危険を減らすために不動産資産の危険レベルを確定し，計算するという目的で

資金を出して作らせたものである。しかしながらイスタンブルは共和国になってからアンカ

ラへの首都機能の移動，外国人・少数民族の流出による人馬減少，バルカン諸国の新たな独

立により重要盤が漸減していくなかで，人難の減少とともに港湾も衰退し始め，不動産市場

の停滞という状況になる。さらに世界経済の危機，第2次大戦と続いた後の1950年以降に

は新たな都市化段階に入ったためにこの図は効果的に使われずに見捨てられ，忘れ去られて

しまっていた［G農veng　2001：12］。

　これはほとんど全市域にわたる地籍単位のより詳細な地図として作成されたもので，1922

年から45年の聞に230枚作成された。Goad火災保険図の1904－06年版と圭914奪再版さ

れた地図のより正確な改訂版という性格を持つ　［GtivenG　2001：141。記載された内容は凡

例に従うと，建物のタイプ，土台・屋根・構造，壁と窓，階数と高さ，街路と地番，略字と

記号による用途の6種類に分けられる。全体に詳しくなり，5色で表現されて，色彩が豊か

になって表現が詳しくなり情報が増えている。建物に地番が入ったことが大きな特徴である。

建物は木造（黄色）と石造・レンガ造（ピンク）とが区別されている。凡例はフランス語と

英語，後期の製作図にはトルコ語が謡えられて内容の記述がなされている。さらに街路，モ

スク，ハーン，主要な建物についての索引が地区ごとについている。

　建物については大きく4つのカテゴリーに，さらに細分されて10，屋根が4種類，壁と

窓がエ6種類とGoadに比べるとかなり詳細になっているし，記号も増えて情報が多い。例

えば，トルコの伝統的建築に特徴的な2階のバルコニーの有無がここでは区瑚できる。

　復刻版（原色）で収録されている地区を表1および國1に整理した。地区によって地図の

縮尺を変えている。城壁内旧市街の約3分の2の地域をカバーしているが，新市街と，アジ

ア側とは現在の市域から見るとかなり狭く，1950年当時までの市街化区域が想定できる。

索引図で見る隈りグランドバザール付近の地図は作られてないか，失なわれたことになる。

またトプカプ宮殿を含む東端地区は復刻版の末尾に掲載された1948年から1951年にかけて

のS．Nirven図に収められているが，精度と出来ばえはかなり見劣りする。　Goad図が都心
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表1　Pervititch地図復刻版の概要

番号 地　　　区 製作年 主縮尺 他の縮尺 索引掲載数 収録数
1 Be＄ikta§ 1922 500 14 14

2 Ortak6y 1927 1，000 4 4
3 Marmara 1922－23 500 17 17

4 Beyoglu（Vol．皿）Nord 1925－26 1，000 375 13 13

5 Beyo営1u（East） 1932 500 8 2

6 Beyolgu（West） 1932 500 14 2

7 Nord（Vol．皿） 1926－27 1，000 500 10 7

8 Beyoglu－Taksim 1944－45 375 500 11 8

9 Beyoglu－Taksim　Nahiyesi 1943－44 500 375 14 5

10 Emin6nU 1940 500 15 13

11 Emin6nU（East） 1942 500 250 14 7

12 Stambou1 1929 1，000 500 19 19

13 Mintaka 1934－36 500 1，000 23 18

14 Kazll－Ce弓me 1939 1，000
一

2

15 Kadlk6y　l 1938 500 15 15

16 Kadlk6y　1 1930 不明 33 0

17 HaydarapaSa　2 1930 500 14 2

18 Si§li（Vol．1） 1923－25 1，000 ’　12 11

19 UskUdar　3 1930 1，000 9 7

20 UskUdar　4 1930－34 1，000 500 16 12
「　，

21 UskUdar 1930 1，000 19 8
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商業地区に限られているのに比べて，Pervititch図は住宅地区までカバーしているので，こ

の間に火災保険に対する需要の変化を見ることが出来る。なおこの復刻版には原寸の約2分

の1に縮小されて収められている。ちなみに本の版形は38．5×30．5cmである。

　結局このイスタンブルの火災保険図は最も火災頻度が高い時期に市街地の潜在的な危険を

評論するために作成が開始されたGoad図の時期から，多数の火災保険会社が進出して多く

の需要が見込まれてPervititchに作成を依頼してより精緻な地図を完成させたが，その時

にはすでに不燃化も進み，都市の大火の危険は低下して，火災保険の査定には技術的，社会

的な必要が薄れて，ほとんど使用されずに終えたことになる。半世紀以上たった現時点でこ

の地図を見ると当時の都市の状況を復元するeq一一一級の歴史資料となっている。

　比較のために用いた現在のイスタンブルの地園（2図）は同市の都市計画用GIS地図を

使用した。この図のオリジナルは縮尺500分の1である。それを東京大学都市工学科浅見研

究室で2，000分のiに縮小したものをコピーして利用した。

　なお2っの火災保険図は1枚ごとに描かれていて方位，縮尺が微妙に異なり，数枚を単純

に手作業でつなぎ合わせると歪みが生じてくる。同一一範囲を嗣縮尺で比較しようとしたが，

完全には出来なかったことを断っておく。また本誌の二形の制約から，図2は図3～7

（1：2，500）に比べて縮小率が大きい（1：5，000）。

H　イスタンブルのハーンの規模と立地

　1　ハーンの機能と定義

　トルコの歴史的都市の核は城砦，モスク，バザール，ハーンなどである。近代以前の都市

はそれらを中心に同心円的な成長をとげてきたといえよう。イスタンブルを除くと，その核

の範囲は現在の都市域からみるときわめてわずかな面積を占めているに過ぎない。なかでも

都市のハーンは交通路の要所に設けられた宿泊機能としてのキャラバンサライと異なって，

もともと隊商商入の宿泊機能と地場商人の取引・事務所機能，倉庫機能および製造の場（手

工業）をあわせもっている。

　形心的には建物で取り囲まれた中庭をもち，そこが家畜の餌場・休息場となる。2・3階

建（一部は半地下をもつ）が多い。隊商交易が衰えてから建てられた新しいものは誌面がな

かったり狭い回廊状になっていると考えられる。また近代的なコンクリート作りの商業ビル

もハーンという名前がついているのを多く見かける。地形と街路形態に合わせてさまざまな

平面形態をとるが，正方形ないし長方形が基本形態である。ハーンとバザールとは接近して

存在することが多く，その空間関係にも注冒しなければならない。

　現存するハーンの建物は時代を経ているとはいえかなりの程度はそのまま使用されている。

宿泊機能は失われているが，卸売り機能は相当程度に残っているし，油壷としての保管機能

は相当程度に維持されている。新たに加工機能が入り込んでいる例も見られる。現在どのよ
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うに変化しているかも重要な研究課題である。業種的にはイスタンブルでは繊維関係が圧倒

的の多く，日用雑貨品がそれに次ぎ，食品関係は比較的少ない。工業化された大量生産品が

主体となる現在の流通を見ると，このi黙、ハーンシステムに合わないものが増えてきて，そ

れらはハーン・バザールを通さずに流通している。耐久消費財である自動車，家電製品や流

行とむすびつく男女の洋服類やブティックなどの新しい商品群がそれである。旧市街とは別

に造られた新興の商店街などで扱われることになり，卸売機能と小売機能とが分化する。ま

たそこにはより新しい商業形態（セルフサービス店など）も別に論じられなければならない。

　2　都市の規模とハーンの立地

　内陸都市のハーンはブルサやエディルネに見られるようにバザールに近い場所に立地する

のに対して，イスタンブルやイズミルのような港湾都市におけるハーンは港地区にも集中し

ている。Goad図に含まれるエミニョニュ地区のハーンの数は大小合わせて210以上に及ぶ

が，本論で対象として取り上げた4地区のハーン（表2，3に含まれる）は合計すると123に

達し，その6割近くを占めるので，イスタンブルのハーンの状況を十分に示している6）。も

ちろんこの地図に収録された範囲以外にもIH市街，新市街地区ともにハーンはあるが，分散

的で数は多くない。

　都市内部のハーンの立地を見ると，牛角湾の港湾地区とグランドバザールを結ぶ地区が商

業地区の核となる。Xジプトバザールからルステムパッシャ・モスクを結ぶ線上，グランド

バザールを取り巻くハーン，その2地区の中聞にある3っの巨大ハーンを軸とした地区，こ

こはグランドバザールと連続するが，これら3地区を南北に結ぶ地区が伝統的な商業地区の

核心部を構成する。ちょうど東にはヌルオスマニx・モスク，西ではベヤズット。モスクお

よびスレイマニエ・モスクに挟まれている。この地区を地形的にみれば南端は東西にイ申びる

幹線道路，Divan，　YeRigeriler　tWりが尾根筋を通っている。そしてトプカプ宮殿がある第1

の丘から続く，最も東よりの大きなVezirハーン（本研究の対象外）のある第2の丘陵と，

旧宮殿，現イスタンブル大学の第3丘陵に挟まれた幅の広い北向きの斜面の谷間である。

　3　ハ・・i・・ンの規模

　シャラビ［Scharabi　1985：229］がi整理したハーンのリストにはシリアのアレッポ（14）

とトルコ（アンカラ（3），ブルサ（5），イスタンブル（11），ディヤルバクル，エルズル

ム，マルディン各1）の敷地面積と中庭の広さおよびその面積比が示されている。そこでの

最大の面積をもつのはイスタンブルのValideハーン，13，000　afである。5，000㎡を超える

規模のものはイスタンブル2，アレッポ2（最大はal－Gumruk　6，2eo㎡）がある。ブルサ

6）GUranが叡り上げたイスタンブルのハーンの数は102，うち平颪図があるものは63である。
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の最大はPiringハーンの4，900㎡，ということでイスタンブルの規模が大きいことをうかが

わせる。内陸の中継地点と，港湾であり近代以前に最大のグU一バル都市であったイスタン

ブルとの差が反映されているように見える。

　筆者は1904年の600分の1の地図に基づき1mm方眼を使って計測してみた。その数値

を表2，3に示した。10㎡未満での誤差はあるかもしれないが，規模を論じるのには十分な

値と思う。

　対象地域をグランドバザールの内部と周囲，エミニョニュの海岸部と中央部とに4区分し

て比較する。ハーンの平均面積はバザール内部が739m，周囲が767㎡と大きな差異はなく，

エミニョニュ北部が566㎡で最：も小さくて，中央部力軽，082㎡と最大であるが，しかしここ

にある3っの大ハーンを除くと639㎡であり，他の地区と変わりはない。グランドバザール

に関連するハーンがやや大きめなことが分かる。表2，3に掲げた三23のハーンの規模分布

を溢れば，1，000㎡以上が25あるのと同時に250㎡以下の小規模のものが25ある。平均付

近の500～600㎡台に28ということで，さまざまな規模が混在していることを示している。

これは取り扱われる商品の多様挫とハーンを利用する商業者の取り扱い規模の多様性を

反映しているのではないかと思われる。要するにイスタンブルのハーンはイスラーム地域

を代表するような大ハーンがある一方で，一般のハーンの規模はそれほどの面積をもってい

ない。

　中庭の形態と大きさをみると，大きな中庭は隊商の大家畜を収容するための空間を提供す

る。中庭の存在が伝統的な機能に立脚した基本的形態とみなされる。とするとグランドバ

ザール内とその周辺のハーンのほとんどが中庭型であることの意味が理解できる。ここでと

りあげた74の中庭のあるハーンに限ってみると，その平均面積の規模は1，024㎡と金平均

よりも大きくなる。シャラビのデータによると，敷地面積に対する中庭比率にはばらつきが

あるが，4e％から15％までの間が多く，大型ハーンは比較的中庭が広い傾向が見られる

［Scharabi　1985：229］。三鷹の形態は正方形ないし長方形であるが（表2のCで表示），か

なり崩れた形が多いことは表2のlr．が11を数えることから読み取れる。グランドバザール

関連のハーンに中庭型が多いのは作られた時代が比較的古く，伝統的な形態を継承している

からと考えられる。またこの地区のものに中庭にモスク・メスジットが多く見られることは

多くの利用者があったことを意味する。そして中央が狭くて細長い回廊型（表2のV）は

古くからの隊商交易とはかかわりの薄い比較的新たに出現したもの，ないしは薪たな商品と

のかかわりからのハーンであることを推灘させる。

皿　イスタンブル旧市街の商業地域

　イスタンブルのオスマン帝国末期から共和国初期の時代にかけては都市計画が導入されて

社会的な変化が大きかったものの，エミニョニュ商業地区に限ってみれば，歴史的地区とし
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て変化は比較的少なかったといえる。それでも，ig世紀宋に海岸部に新しい波止場と倉庫

が建設されて港湾地区として整えられ，近代的なオフィスビルがたちはじめて金融・業務地

区と流通地区に姿を変えた。近代的な商業系オフィスビルが海岸寄り，シルケジ駅付近に建

設されていく。1940年代の記録によると，イスタンブルの最大の金融，商業企業はエミ

ニョニ＝にあった。商業地区の象徴として大ハーンが続いている。より大きな変化は現在の

地図に見られるように（図2），80年代宋になってから海岸部を申心に古い建物の撤去と

オープンスペースの造成，道路の拡張とig92年のガラタ橋の付け替えとそれのともなうバ

スターミナルの整備が行われてからの変化が大きい7＞。

　1　グランドバザール

　メフメットll世は笹嚴後すぐ1455年に屡根付バザールをG臼）宮殿（現イスタンブル大

学）の城壁のそばに建てた。征服後初期からのランドマークになるアヤソフィアとファー

ティヒ・モスクとの申間に当たる場所である。この場合は西のベヤズット・モスク　（1500－

06年），東のヌルオスマニエ・モスク（1748年）ともにバザール完成後に建設されたので，

バザールとモスクの複合体といえるのかどうか疑問である。バザール霞体は2っのべデスデ

ンを核に多くの店とそれを取り巻くハーン群がら成り立っている。

　建築的特長は長い歴吏と改修の積み重ねの上に作られてきたので複雑である。基本的には

1701年の火災以後建物を石とレンガにして，その時代のレイアウトを引き継いでいるとい

われる8）［Cezar　l983：エ05］。カパルチャルスという名前の通り，建物と通りとが一体と

なってバザール全体に屋根が架けられている。長方形の2っのべデステンを核として成立し

ている。建物と18の門とによって閉ざされた空乱を作り，夜間は閉鎖されている。ベデス

テンは柱の多い三二な建物で通路に扉があり，この部分の屋根は特徴のあるヴォールトで覆

われている。イチュ・ベデステン（1460年）は面積1，650㎡，金細工や骨董品を中心とした

高価な商品を扱う伝統的な形態を保ち，2階にメスジットを有している部分がある。サンダ

7）　他方王9世紀のエミニョニュの姿は共和国1G周年の後にすっかり変わった。特にLutfi　Kidar

　がイスタンブルの知事と市長をした1938－1949年にである。イエ＝・モスク前の建物を敗り払っ

　て広場として伝統的な空間を変えた。金角湾に沿ってウit　一ターフロントが作られ，エジプトバ

　ザール周辺の建物を取り除き青空露場を作った。1955－56年にウンカバヌーエミニョニュ間の通

　路が開かれ，有名な魚市場が消えた。Bedreddin　Dalanがイスタンブル市長であった1984－89

　奪に金型湾計癒が作られ，イエミッシュ波止場と近くにあった建物を完全に移し，ズンダハーン

　とアヒジェレビ・モスク，一部の丁丁，デールメンハーンを除いてオープンスペースにした。IU

　いかラタ橋を付け替えて，£の場所より50m左に寄せた£Pervititch　2GOI：133］。

8）　その後も1750，1766，1896，1943年に火災や地震による増築と修復がくりかえされてきて1954

　隼の火災による修理が最後のものである。1954年の状態では61の通り，3，300店舗，2ベデスデ

　ン，1モスク，1メスジット，21のハーンのうち6は崩壊，となっている。バザールの店舗数は

　3，000から4，399までのばらつきがある。3，000以下ということはない£Cezar　1983：105］。
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ル・ベデステン（1457年）は面積1，490㎡，柱の少ない広い空聞で一一っにまとまり，かって

は絹を扱っていたがチャイハネが大きな部分を占めて，Tシャツなど繊維製品，土産物など

店舗数は少なくあまり明るくはないが，開放的な空聞を作りあげている。オークションや

バーゲンの会場となるのももっともである。2つのべデステンの面積はグランドバザールの

約1割弱を占めている。グランドバザールはべデスデンより西よりに発展し，東西に走る金

細工店の多い南測のK：a玉pakgilar大通りと南北のYa菖11kg1玉ar通りを軸にしている。全体的

には銀細工，銅製品を含めた伝統工芸品，衣装，カーペット，皮革製品，みやげ物，骨董品

店が多く，日常生活に結びつく商品は少ない。周縁部のハーンは中心部の商店を補完する役

割をもつ。特に，飲食，休憩に麗外の開放的な空間を提供してグランドバザール内の飲食施

設の不足を補っている。

　グランドバザール周辺の地図は先にも述べたように，Pervititchの地図には描かれておら

ず，現在のGIS地図も不十分な表現でしかなく，特に内部のハーンの表現は正確でない。そ

こで9業種を色分けしたし．A．　Viada＆V．　L．　Viada作成の観光地ee　Grand　Bazaar（1989

年）に頼ることになる。縮尺は書かれていないが約700分の1のようである。

　グランドバザールの規模は約5万㎡，内部の通り数は61，その総：延長は3，554　m（筆者計

算：）　になる。内部に含まれるハーンは13　（Bodrum，　Hatlb　Emin，　KUg蓑k＆BUyUk

Kebeci，　Astarci，　Citk“r，　Perdahcilar，　Zincir｝i，　Halicilar，　Varal〈gi，　Rabia，　Baltaci，　Sorgu－

ggu．）というのが従来の見解である　［MUIIer－Wiener　1977：345　一　349］。そのうちKebeci

はCebeciである。　Ba至taciは40（表2の番号）に，　Hahcilarも23に当たるから図3では

バザールの外に分類される。現在3，5，8，14，19はハーンの形態を残していないし，9はバ

ザール内側から繋がっていないので，表2内部リストのうちハーンの形態をとるものは結局

13となる。MUIler－WieRerと数は含うがハーンの数え方は異なる。1904年と比較すれば破

壊されたハーンから2つが再建されていることになり，1989年の地図からも変化している

ことから，グランドバザールは境界の定義が資料により異なる不明確な部分があることと，

絶えず変化があることを示している。このようにバザールは正確な店舗数を掘干しがたいこ

とともに形態もあいまいな部公が残されているが，外周部分はごく一部を除いて内外いずれ

かのハーンで囲まれていて，通路に設置された門とともに閉鎖空間を作り出している。

　内部のハーンで注霞されるのは2のBodrum（レストラン，チャイハネ，メスジット，

水場樹木，広い空間。衣服・皮革小売，きれいに修復されていてなかなか広い開放的空問），

6の王gCebeci（緑の多い広い空間に3つのチャイハネ，中央にメスジット。手工業，カー

ペット，骨董，みやげ物，衣類，2階は作業場，カーペットの修理）およびそれと繋がる

18のCebeci（南北に細長く開放的できれいQ　4つのレストラン），8のSarrafには壊れて

いてっながらない。16のZincirli（きれいな落ち着きのある樹木つき中庭，修復済み，やや

小高くなっていて，金細工の製造・販売，カーペット，皮革，骨董屋など高級，團廊付き2

階）などである。また4，7，13は完全に周囲の商店と一体化していて，狭い入口を晃逃せば
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その存在に気づきにくい。

　周辺部のハーンについてみると，24は取り壊されて空地となり，隣の34も半分は崩され

ている。29はハーンの建物はないが中庭の形態を残し，皮革材料を扱う。また33は近代ビ

ル区画になっている。37の北天はバザールの門からかなり離れるので番号をつけなかった

が，再開発されて，銀製品店を集めたRococoセンター（地上3階地下2階）となっている。

南側の40，41はやや荒廃している。整備されているのは32のSepetgl（2階　衣類の小売。
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表2　グランドバザール内部と周囲のハーン

番弩 Goad　王904 Viada　1989 起源 申庭形態 面積㎡ 区画数 1894

1 As亀ardi Astrac1 圭8 C 6三5 13 ○
2 Bodrum Bodrum 15 Clr． 1，140 18

3 Elvadli（R） Yolgegen　ruin 三8 C R ○
4 Mosque 8V玉iya Clr． 625 33
5 Ruin Kebabg1 C R
6 Kupedj1（R） 王gCebeci 18 VM 2，185

7 Roubie Rabia 18 C 640 18 ○
8 Saraf（R） Sarraf CM 230

9 Sira　Oda至ar Sok． C 920 王7 ○
10 Sorg◎udjou SorgUGlu 18 C 335

圭1 Sta盟bou互Agha Aga　Hanl｝｛atip　Emin 18 Sok． 790 16 ○
12 Tchoukour Cukur 18 Cir． 940 13 ○
圭3 Varakdli Varakq CF 270 ○
14 Yarim　Tach Yar王m　Ta§ C 250 三角 ○
15 Zafran Safran C 220 6 ×

16 Zindjirli Z漁cirll 18 C ま，190 16 ○
17 n K負C嚢kSafran C R
18 Ruin Cebeci C R
19 RuiR Perdahg1 18 Cir． R ×

21 Ali　Pacha Ali　Pa＄a 18 C 925 ○
22 Birader玉er Beklr　Dere Cikmaz1 16G （8）

23 Halidjilar Ka1Cllar 18 Cir． 1，16G 正6

24 HaZRboar open　space C十R． 22G

25 Imam　Ali Imameli 18 C 800 12

26 Kachikdll Ka§lkgl 18 C 42G 11

27 Kadi　Koumrou　Yald1z （Usa玉） 18 Cir． 420

28 Kizlar　Aghassl K王zlar　A鍾as王 18 C 480 12

29 Merdlan Mercan 18 Cir． 540 14 ○
30 Pastoumladli Pastr！mac1 18 C 1，075

31 Samitch韮i Sam1G圭1 18 Cir． 920 6

32 Sepe亀chi Sepetgi C 1，1GO 18

33 Sira Ruin C十R． 275 2

34 Sofdlilar Sofcu 王8 C 460 4

35 τchohadli GuhaCllar 18 C十B2 2，180 41

36 Yaghdll Ya墓Cl 王8 C 595 1婆

37 Yaldisly Yaldlz11 18王7 C 1，480 5

38 Yolguetchen B｛並y負kYol　Gegen 18 Clr． 860 13

39 You鷺dliou Caml Cir． 500 ○
40 Ruin Balyac！ C
41 Ruin Yolgegen Cir．

1
2
Q
ρ
4
R
U

注 番号1～19はバザール内部，21～41は周囲
起源は世紀を示す。GUranによる
C需中川，R繍廃塊，　ir．　・・不規羅な型，　B・・xpt物　M＝＝モスク／メスジット

区温田はGoad國による
1894年の地震の状況壌れなかったもの。Cezarによる

きれいに修復され広い中庭，屋根にガラス）および修復工事中の35のCuhacilar（（2000

年度から），伝統的な2階建てハーンで規模が大きく，中庭にも2棟の建物が大きく入りこ

んでいる。一部は開店しているが金細工店が多い，銀纈工，骨董も。300以上の店）。特徴

のあるハーンは23のKalCilar（21ほどの銀細工の店ばかり集中，入口は石造修復，中は未

修理。細長い通路から入る），39のCami（狭いが2階はlmam　hamメスジット1565年，
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がきれいなタイル装飾）である。

　グランドバザール内部および外接したハーンはほとんどが中庭をもっているから屋根付バ

ザールに変化をっけ，中庭の開放的な空間に存在価値がある。長時間バザール内に滞留する

客にとっては飲食や休憩の場が少ないので，リフレッシュできる場を与えてくれる。

　最後にヌルオスマニエ・モスクの東にあるVezirハーンについて述べる。園に示した範

囲以外で8，500㎡の面積のある大ハーンであり，2階建て一一部修復工事ずみ。申庭中央の建

物は壊れかかったメスジットであるQ南東部の東西に撫びる建物は4階建てのMahumdiye

ホテルになっている。内部にはさまざまな手工業が多く見られた。

　2　xミニョニュ海岸部

　エミニョニュのランドマークの一つはすでに機能は停止されているが，タフタカレ・ハマ

ムとオスマン時代の最も美しいモスクの一つといわれるリュステムパシャ・モスク（1560

年代初めに建設された）である。海岸部が変化した割にはこの周囲に比較的大きなハーンが

集積して，よく残っている（表3，図4・5）。

　この地域は東のxジプトバザール（MiSir　Car§1）から西のリュステムパシャ・モスクに

かけてをさす。ここから北の海岸部にかけては95年の地図には十分に表現されていないが，

幹線道路が通り，海岸部の多くはオープンスペースとなり，公園として整備されっっあるの

で，かっての商業施設は取り除かれている。このモスクは1階が商店で，2階にモスクがあ

るタイプ。その南西にあるタフタカレ・ハマムは1940年にはすでに機能を停止して，ガ

レージなどになっている◎心血，工場，機械置き場，事務所などに使われていた。現在は修

復工事中で，作業場に使われたりしてまだ未使用が多かった（2001年9月）。

　エジプトバザールはグランドバザールと並んで，トルコの商業建築を代表する建物であり，

イスタンブルの伝統的商業の核を構成する重要な要素となっている。スルタンによってこの

地域の旧い薬局を作り直したものである。元は香料が中心であったが今では日用雑貨やみや

げ物も含んでいるものの，食料品を扱う店が多く，独特の雰囲気と香りを漂わせている。L

字型をして前庭にも青空市が出ている。面積は6，300㎡，地國によると90区画（86の店舗

あるとも記されている）が中央の通りを挾んで並んでいる。通路の総：延長は268mである。

1660年イエニ・モスクとともに建設されたとされるが，南廊は少なくとも1470年には存在

していた。1940年に市に所有権が移り，43年に改修工事がなされて今日に至っていて，保

存状態は良好である。この周辺の道路はインフォーマルセクターの愚痴であふれている。

　この地区最大のハーンは16世紀に作られた7のBa玉kapaRである。面積3，770㎡に達す

る大きなものである。2階建てで，中庭が広く（1，500㎡）中央にはメスジットが存在する。

現状はかなり荒れて，物置，作業場などに使用されている区画は一一部分であって，現在の商

業的な機能は弱い。1904年の記述では商店，事務所，地下にバターの倉庫とあり，南翼は

店舗と手工業である。32のBgyUk　GBkurはRgstempa§aハーンと呼ばれ，建物としての
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表3 エミニョニュ地域（海岸部と中央部） のハーン

Goad　1904 中庭形態 1940Pervititch 階数 1995GIS 面積㎡ 起源

海摩部
1 Abboud班fendi V Abut£ffead玉 3 0．Abutefendi 360 18？

2 Aga V Trifonidis 5 バスターミナル 300

3 Alti　Parmak圭a陰 V Altlparmak 4 1 230

4 Arap C Yeml§ 3 2 310

5 Arap（Ha王il　Effendi） C Bozkurt 2 B 440

6 Baghtcheli C 庭caf邑 operl　space
560 王6

7 Ba韮kapaR C Ba圭kapaR 2 0 3，770 王8

8 Ba王tazzi（Buyuk） C Baltaci 2 1 570

9 Ba王tazzi（Kuchuk） V B 3 155

圭。 Bouyo観k　Che裟erd1 C Sekerg1 2 バスターーミナル 49G

11 Kuchuk　Chekerdi Laz　Papaioglu 5 バスターミナル 155

12 Cohen V Kohen 4 1 130

13 Djambaz V Cambaz 3 広場 5GO 18

14 Dlamnlli V Ca貧111 3 バスターミナル 280

15 Djedid V Ced玉t 4 1 5王0

16 Foundouklian　2 V Fmd1温yan 4 1 325

17 Guir圭t V K：1raz 2 道路 820 18？

18 Halil V Hal11 3 2 290

19 Had茸Davoud Cir ＄eh　Davut 3 OSeyh　Devut 810

20 Hass1r　Dlilar Ccaf6 Yeni 2 0 王，460

21 Kambour Kambur 2 バスターミナル 220

22 Karako1 C Demirτas 3 0 410

23 Kondaktchi Cir Kondakci 2 OKundakg1 800

24 Laz Iser1 2 バスターミナル 460

25 Mahsoudli Maksudiye 4 バスターミナル 78G 圭5

26 Moustapha　Pasha C R 2 490

27 Nafie V Nafya 3 バスターミナル 46G 17

28 PapazoglQU Ccaf益 Papazo91u 2 O 1，280 正9

29 Sapou鷺dji C／V Sabuncu 2 O 1，130

30 Si圭ihtar　（Zi王ifdar） Zlllftar 2 O 495

31 Tchapcuili V Carsili 3 OCor§王h　GUran 580 18

32 Tchou｝くour（buyuk） C B敷yUk¢慧kur 2 O 740 18

33 Tchoul｛our（kucuk） C K紅G甑Gakur 2 O 650

34 Tseseli　Atar Aもtar 3 バスターミナル 120

35 TounOUS V 孚anus 3 1 2G4

36 Volt V Volto 2 広場 2三〇

37 Yachlar V十F O 4 1 160 18

38 Ya圭diz S膿al1 B2 2 バスターミナル 240

39 Yaldiz　（kuchuk） V K．SeferQ91u　Yal（ilz 3 1 260

40 Zindan V Zi難dan 4 広場 475

41 孚ambouradli C Tanburac1 3 O 480

42 Sapoundj圭　（Sou王ou） C Sabuncu 2 OEmnlyet 635

a Depot　de　b◎圭s Alaca 1

b caf益 Prevuayans 6

C B Gavus　Basl 3 O
d 2階R Haracgl 2

e 菓子工場 V Ak＄ehir 2

f B C BostaaCl 2 道路
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表3 エミニョニュ地域（海岸部と中央部）のハーン（続き）

Goad　三904 中庭形態 1940Pervititch 階数 1995αS 面積㎡ 起源

中央部
1 Acop　Mouradian V H。Muradiyan 4 1 310

2 Agopan V M，Agopyan 3 ○ 240

3 A圭iPacha Csi Mercan　Ali　Pa＄a 2 660

4 Annex　au　Valide Valide 2 圭 65G
5 Biraderleri V Narin 4 ○ 38G

6 Boundjouhidjou BunCU鑑CU 2 1 23G

7 Ca魚ondo V Kefe至i 3 三 755

8 Chekerdli §eker王 3 O 13G

9 Cherif　Pasha Cir． Klz11ay 3 B 1，08G

10 Chuhlet hote王 2 0 23G

王三 Coumrou 小V Ku鷺urulu 2 2 51G

玉2 £鑑berie V £kberiye 2 40G

13 £velie Buncukcuに併合 2 0 19G

14 Evlie 小C £vliya 2 王 535

玉5 Gibra王tar V Gibraltar 2 2 26G

16 ｝｛avouzlOU V HavuzlU 2 O 1，09G

17 薮azzopoulO LV Kuyumclya鷺十Aslan 2 1 1，740

18 難udaverdi V ｝｛udaverdl 4 170

19 Kurkttchi C KUrkG1 3 0 6，王20

20 Mahmoudie C Mahmudiye 3 O 650

21 Matheo P Mateo 3 1 665

22 Mehmed　Pasha LV Mehmet　Pa§a 3 1 290

23 簸elikia鷺 B 3 1 100

24 M◎nastili P Monastir玉i 3 3 840．

25 Moustapha（Kiritly） V Mustafa　Pa§a 2 1 540

26 Moustapha　Pasha（ku） P B 3 1 525

27 Nassouvali（buyuk） 禽庫（Nasuhiye） R？ 770

Nassouvali　（K：uchuk） B B 王75

28 Saatchilar V B 3 1 王10

29 Stamboul　Yeni　Tcharchi P About　Efendi 2 O 2，020

30 Sultan　Oda至ar C Sultan　Odalar 2 0 1，025

31 Tahta Cuzm 3 1 630

32 Tch圭nili C Gini圭i 2 O 350

33 Tchorabdl圭（buyuk） C B雛yUk　CoraPGi 3 0 1β80

34 Tchorabdli（kuchuk） K｛ig藤k　Gorapci 2 O 19G

35 Tchoukour C Gukur 2 0 40G

36 Teraki V B（Lazzaro　Franco） 5 1 27G

37 Tidlaret（8uyuk） V Ticaret　B唾y駐k 3 O 1，31G

38 Tidlaret（Kuchuk） 小V T三caret　K菰gUk 2 2 54G

39 Valide　Sultan VL VaHde　Sultaa 3 2 17G

40 Val圭de（8uyuk） CM B首y｛1k　Valide 3 O 12，650

41 Yaldiz（Buyuk） C Bay｛1k　Yald玉z 3 B 1，165

42 Yarem C Yarem 3 1 510

43 Yasse騰i V Tarakg王1ar十Yasemin 3 2 340

嘆4 Yer玉i（buyuk） C Yen圭 2 0 4，430

45 Yeni（kuchuk） C Yeai　Kl鷲9甑 3 0 1，325

46 Youssoufian V Y疑ss韻yan 5 0　　　　　　　1 980

47 Zumbullu C　ir。 Zumb｛111U 3 0 1，620

注　Goad　l9◎4，　Pervititch　1940，1995地図に蓬ついて作成

　　　1　中薩形態はC＝圏角形，V・・ヴit　一ルトをもっ　L㍊L字形　M・・モスク

　　　2　現在の状’i　ea　o一：ハーン，　B＝商業建築，1，2はGIS図に示された区醐数
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図中の番号は表4に対応，アミの部分は商店

　　　　　　　　　　図6　エミニョニュ中央部1904年（Goad図）

保存状態は良いがあまり利用されていない。堅牢な2階建てであり，地下がある。その他に

かっての形態を良く残しているのは33のKitgUk　C“kurと28のPapazogluであり，外側

が各種商店となっている。19のSeh　Davut，　23のKondakc1も石造の姿をとどめている。

　この地区の小型ハーンは近代的なビルに姿を変えたものが多く，海岸大通（Emin6nil）

とGarSI通りの拡張にともない，建物の消失と変化は激しい。商業地区としては20世紀初
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藁

懸盤馨灘沸騰・織欝・
　　　　　　　　　　　　　・饗・’t・vef’器・・一．弘ピ欝…dV　”‘v…””か・r　　t，1，．魂竪

　　　　　　　　　　図7　エミニョニュ中央部1942年（Pervltltch図）

頭のような中心性は失われているが日用品雑貨類を扱って依然として賑わいを保っている。

　3　エミニョニュ中央部

　この地域の北は海岸部と少し間をおき，南はグランドバザールに接する大型ハーンの多い

地区であり，それらは保存状態も良い（表3，図6・7）。

　40のBuyuk　Valideはイスタンブル最大のハーンであり，確証はないが，　Scharabiの研
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究に基づけば世界最大の可能性が考えられる9）。中庭申央にはモスク（メスジット）がある

が，1905年の闘角形から40年には五角形に変わっている。現在ほぼ店舗が小売も含めて埋

まっており，にぎわいを呈しているが，広い中庭はもっぱら駐車場に使われている。

　19のKttrkgiは1467年建設のイスタンブル最古のハーンといわれている。2区画に大分

割されていて，北半分の中庭には2っに工場が記され，1905年に比較するとその他の建物

も加わって，ほぼ現在と同じく空地は半分ほどになっている。北翼のかなりの部分はSabri－

safaハーンとなっている。北葉角は1905年には使用されていなかった。南側は中庭中央の

建物に大きな変化はないが，1905年に比べると水場がなくなり，いくつか付属物が加わっ

ている。現在ここは衣類，繊維製晶の小売店が並び，一般客が多く入って活気を呈している。

このハーンの南に接する部分は1905年にはS．E．　Hassan　Paehaの建物と記されているが，

1940年には建物が拡大され，中庭には樹木があり，子陰のあるカフェーと記され，さらに

昔のメフメット・パシャ・ヒュリエット・ホテルとなっている。建物の階層が増えているの

でこれがホテルになっているように見える。

　44のBayOk　YeRiはムスタファ9世によって造られた南北に細長い　（幅37　m長さ128

m，中庭比が約20％）形態をとる。二二の2・3階部分が斜めにせり出しているところに

特徴がある。ここの中庭は中央で二分されている。150の区画がある。1904年には南北とも

に建物があったが，1940年には現在見られるように中庭に戻されている。中庭を囲む國廊

が描かれている。現在の用途は物置場，手工業，卸売りなどで，空き部屋が多くレンガ造り

の建物はしっかりとしている（一部修復）にもかかわらず三二に使われてはいない。

　この地区は以上3っの大ハーンを中心として，多くのハーンが集積し，その南部はグラン

ドバザールにつながるイスタンブルの伝統的核心部を構成している。多くのハーンが現役で

活動している。とくにKgrkgiハーンのように完全に小売業に徹した方向は今後の一つの方

向性を示唆するものとして高く評価できる。

Wハーンの現状と変容

　イスタンブルの旧市街ではハーンは現在でも大小2っのバザールとともに商業地域の中心

的な存在である。しかし，かっての機能は薄れているし，衰退しつつある。商業地区の連続

性はハーンの存在を抜きにしては考えられない。

　現在の旧市街商業地域の中核部をなすエミニョニュ地区は5・6階建てのビル化が進み，

建物密度が高まった。空地，建物の壊れた跡地，住宅地は完全に建物で埋め尽くされ，その

ほとんどが商業用地である。商業地としては20世紀初頭よりもはるかに土地利用は高度化

されている。歴史的核となる伝統的建造物のうち，モスクとメドレセはほとんど変化をして

いないが，ハマムは消滅して，ハーンも元の形で残っているものは少なくなった。観光向け

に再生復元されたものに，昔の姿をしのぶほかない。残余のものは廃櫨に近いものと，部分
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的にしか名残りをとどめないものである。便宜上3っに分けたこの調査地区に即していえば，

表3からも明らかなように海岸部から中央部，グランドバザールに近づくにつれて，ハーン

の残存率が高くなる。このことはイスタンブル旧市街商業地区の性格を直接的に反映してい

る。

　現在のGIS図のハーンとバザールの表現は不十分であるが，時代とともにハーンのかっ

て有していた機能を失い，衰退し，荒廃しながら次第にその姿を失いっっあることが読み取

れる。ハーンの最盛期が何時であったかは分からないが，20世紀初頭にはかなり廃櫨と記

されたハーンがあったことが分かった。それらのうちいくつかは表にも示した通りに，その

後に復元されている。また，修復工事がなされて積極的に利用されているハーンもある。い

くつかの大型ハーンはオスマン時代の歴史的建造物として，保存価値が高い。グランドバ

ザールと結びつきが強いハーンは董廃しているものもあるが，良く残されているものが多い。

したがって，ハーンについてはそのまま機能を維持しているもの，機能を変化しながら建物

が残されているもの，廃塊に近い状態のもの，完全になくなって他の用途に変わったものと

多様である。

　この地区の現状は土地利用から見ると高密度な商業活動が行われているが，20世紀初頭

にはかなりの空地が見出されるとともに，住宅が多い。現在の商業中心からはちょっと想像

出来ないほど，低密度の利用であった。40年代の地図でもまだ二二用地が見つかる。50年

以降のこの地区がかなり変化したことを示すものである。その変化は海岸部で激しく，グラ

ンドバザールに近づくほど少なくなってくる。ハーンが過去の遣物として一方向的に衰退傾

向を取るのではなく，現在でもここの商業地区において重要な役割を果たし続けている。首

都移転という一時的な衰退はあったにせよ，イスタンブルは20世紀後半には人ロ増加が著

しく，1，000万入大都市圏の中心的な商業機能を支えている。オスマン帝国期よりもはるか

に商圏人口は大きくなっている。

　トルコを観光で訪れる入も増えているし，しかもそれらの入々のほとんどはイスタンブル

からトルコに入り，バザール地区に入ってくる。さらに，ソ連・東欧の崩壊以後これらの

国々から安くて豊富な商品を購入に来る人でこの地区はごつた返している。そのうえ路上の

インフォーマルセクターで働く人々の群れが，他の場所では味わえない雰囲気とエキゾチズ

ムを養いツーリストに魅力を提供している。それが2っのバザールを軸とした伝統的な商業

施設の存続に大きな力を与えていることは明らかである。ここの施設の所有形態までは調査

していないが，修復・改装して時代の要求に適応することは十分に可能である。

　この火災保険図に取り込まれた情報は沢山あるが，今回はその一部しか利用できていない。

GISに取り込み分析することが，これからの課題である。
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